
近年頻発する局地的な大雨や大地震等による災害に備え、災害ボランティア活動を受入・
調整する災害ボランティアセンタースタッフ養成講座を開催します。
防災に関心のある方、災害ボランティア活動に興味がある方はぜひご参加ください！

主催：気仙沼市社会福祉協議会／共催：気仙沼市

日 時

場 所

内 容

対 象

申込み
問合せ

令和３年１０月３１日（日）
午後１時３０分～午後３時３０分

気仙沼市鹿折公民館 体育館
（気仙沼市中みなと町5番12号 電話 22-6937）
※会場の都合上、上履きをご持参ください。

〇災害ボランティアセンターの機能と役割
〇新型コロナウィルス感染症影響下における
災害時の対応

講師：ウェザーハート災害福祉事務所
代表 千川原 公彦 氏

講師プロフィール
山形県出身。秋田・山形・宮城など東北地方で生活。 2019年４月

より山形市在住。秋田市在住時に「日本海中部地震（1983年）」を
体験。北海道で発生した「有珠山噴火災害（2000年）」を契機に災
害支援に関わる。

防災・災害ボランティアセンターに関心のある方

気仙沼市社会福祉協議会
【住所】気仙沼市東新城２-１-２
【電話】２２-０７０９ 【Fax】２２-４４６７

定 員 ４０名（定員に達した場合は受付を終了します）



※新型コロナウイルス感染症予防のため、ご協力ください。※

・体調が悪い又は発熱等の症状がある場合は、参加をご遠慮ください。
・咳エチケット、マスク着用、手洗い又は手指消毒の徹底などの感染防止対策をしてください。
・受講者名簿（氏名及び緊急連絡先）の作成と非接触型体温計による体温測定ご協力ください。
万が一、新型コロナウイルスの感染発生の疑いがある場合は、必要に応じて保健所等の公的機関
に情報を提供することがあります。

・受講時は、室内の定期的な換気や受講者間の適切な間隔の確保など3つの密（密閉・密集・密接）
を避けるための取り組みにご協力ください。

・こまめに会場の換気を行いますので、衣服で温度調節ができるよう、ご準備願います。
・休憩スペースでは、長時間の滞在や対面の会話を避ける工夫をお願いします。
・ごみは各自お持ち帰りください。


